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ＪＲ木次線通学利用促進事業の実施について 

 

１．目的 

現在、高等学校に通学する生徒の交通手段を大きく分けると「 家族の送迎」、 市

民バス」、 ＪＲ木次線」、 ＪＲ木次線＋市民バス」に分類される。そこで、ＪＲ木

次線の利用促進を図るため、 家族の送迎」、 市民バス」で通学している生徒に対し、

 ＪＲ木次線」での通学を促すため、令和６年度において、次の事業を実証的に実

施する。 

 

２．事業概要 

（１）内容 

ＪＲ木次線区間の高校生用学生定期乗車券を所持している生徒（高校からの通

学証明書が必要）に対し、市民バス定期乗車券代を全額免除する。 

  なお、令和６年度の実績等を検証したうえで、令和７年度以降の対策に反映し

ていく。 

 

※参考① 市民バス定期乗車券（１乗車） 

１か月 ３か月 ６か月 

６，０００円 １７，１００円 ３２，４００円 

 

※参考② ＪＲ定期乗車券（学生定期：高校生） 

区間 １か月 ３か月 ６か月 

日  登 ⇆ 木 「「次 ３，０５０円 ８，７２０円 １６，５１０円 

南「大「東 ⇆ 木 「「次 ３，０５０円 ８，７２０円 １６，５１０円 

出雲大東 ⇆ 木 「「次 ４，２４０円 １２，０７０円 ２２，８７０円 

加「茂「中 ⇆ 木 「「次 ５，５００円 １５，７００円 ２９，７２０円 

幡  屋 ⇆「「出雲大東 ２，４８０円 ７，０４０円 １３，３７０円 

加「茂「中 ⇆ 出雲大東 ３，５８０円 １０，２２０円 １９，３５０円 

 

（２）期間 

令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで 

 

（３）利用見込数 

   約４０人程度 

 

（４）想定効果 

  ① ＪＲ定期乗車券代の方が市民バス定期乗車券代よりも安価なため、 市民バ

ス利用」から ＪＲ木次線利用＋市民バス利用」への転換が見込まれる。 

 

  ② 申請をすればＪＲ木次線定期乗車券のみで市民バスも乗車でき、土日祝日問

わず利用できるため、 家族の送迎」で通学している生徒も「 ＪＲ木次線利用」

への転換が期待できる。 



２ 

 

（５）経費 

   新たな費用負担は発生しないが、市民バス使用料収入が減少する。 

    ・収入減少額  概算 ３,０００千円 

    ・申請見込数  ４０人×６,０００円（注１）×１２か月 
（注１）市民バス１か月定期乗車券代 

 

３．今後のスケジュール 

２月 ８日  産業建設常任委員会での説明 

２月１３日  総務常任委員会での説明 

３月上旬   市内高校、中学校（３年生）へ周知 

３月下旬   文字放送、告知放送、市報４月号等での周知 

４月１日   事業開始 


